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5 月より、乗務員に対して「DTAC」の試験使用が川崎運輸区から先行導入され、現在横浜支社管内

全ての運輸職場にて試験使用が開始されています。今後次期ダイヤ改正からの本施行が予定されてい

ますが、現場で使用している組合員・社員から機能や使い方に関して改善を求める声や使用する際の環

境改善を求める声が多く寄せられ、申第 2 号「『DTAC』使用に関する改善申し入れ」を下記の内容で

横浜支社に提出しました。 

 

【共通】 

1. 本施行する際は、乗務に支障なく使用出来る環境が整ってから施行すること。 

2. 白手着用時でも、画面操作が出来るように、白手を改善すること。 

3. 画面操作をスムーズに行う為、タッチペンを貸与すること。 

4. 本施行になっても、現行の行路カードを残すこと。 

5. 変行路や時変について、わかりやすくすること。 

6. 使用するとバッテリーが多く減るため、モバイルバッテリーを全行路に貸与すること。 

 

【Ｅ電時刻表画面（横カード）】 

1. 画面保持(ロック)ができるようにすること。 

2. スワイプ拡大縮小ではなく、簡単に画面拡大と縮小ができる機能を追加すること。 

 

【時刻表画面（縦カード）】 

1. 採時駅ではない駅での、時刻の明記がされないよう機能改善すること。 

2. 列車種別を明記するよう機能改善こと。 

 

【車掌】 

1. 車内改札時、タブレットを収納できるカバンを貸与すること。 

2. 車掌が使用しているタブレット置台を乗務員室の両側に設置すること。 

3. 車掌が使用しているタブレット置台の充電設備を高速化にすること。 

 

【車両】 

1. 全ての運転台に充電設備を設置すること。 
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